
表紙写真募集

「あなたが想う
　　成田らしい写真」
締切は4月14日（月）



児童ホームの設置及び管理に関する

条例の一部改正や市有財産の無償貸

付けなど

平成25年12月定例会は、11月29日に招集され12月19

日まで21日間の会期で開かれました。定例会の初日には、

24議案が上程され、また、9月定例会から継続審査中の医

療系大学誘致に関する議案1件を可決しました。

一般質問は、12月3日から3日間、17人の議員が登壇し

て行われ、5日には追加議案2件が上程されました。6日か

らは各常任委員会、特別委員会が開かれました。

最終日には、議案26件と追加議案1件および発議案1件を

原案どおり可決・承認し、請願1件を採択しました。また、9

月定例会から継続審査中の決算関係議案9件を認定し、閉会

しました。

38議案を可決・承認・認定12月
定例会の
あらまし

12月定例会の日程

 11月 29日 （金） 本会議（開会、会期の決定、全議案一括上程、議案審議）

 12月 3日 （火） 本会議（一般質問）

  4日 （水） 本会議（一般質問）

  5日 （木） 本会議（一般質問、議案質疑、委員会付託）

   6日 （金） 交通対策特別委員会

  9日 （月） 健康づくり特別委員会、大学誘致調査特別委員会

  10日 （火） 議会改革特別委員会、教育民生常任委員会

  11日 （水） 空港対策特別委員会、経済環境常任委員会

  12日 （木） 建設水道常任委員会

  13日 （金） 総務常任委員会

  19日 （木） 本会議（会議録署名議員指名、議案・請願審議、閉会）

月　日 内　　　   容
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常任委員会

本会議で委員会に付託された主な議案と
審査内容の概要を紹介します。 ※議案件名など一部省略しています。

総総　　 務務
常任委員常任委員会会

議案４件をいずれも可決・
承認しました。
所管事務について５件の報
告を受けました。

▼成田市児童ホームの設置及び管理に関する条
例の一部改正

［内　　容］　　放課後児童の健全な育成を図るため、平成26年４月１日に、
東小学校と統合する遠山小学校内に遠山児童ホームを、また
新たに開校する下総小学校内に下総児童ホームを、それぞれ
開所するとともに、平成26年４月１日から、学校休業日およ
び土曜日の午前７時30分から延長保育を実施するもの。

教育民教育民生生
常任委員常任委員会会

議案７件をいずれも可決し
ました。
所管事務について４件の報
告を受けました。

▼社会保障の安定財源の確保等を図る税制の
抜本的な改革を行うための消費税法の一部
を改正する等の法律等の施行に伴う関係条
例の整備等に関する条例制定

［内　　容］　　平成26年4月1日から消費税および地方消費税の税率が、
あわせて8％に引き上げられることから、課税対象となる
使用料および手数料などに対し消費税等を適切に 転嫁 する

て ん か

ため、成田市行政財産使用料条例ほか36条例について、一
括して改正するもの。

［主な質疑］ 　消費税が転嫁された場合の影響額は。

　平成24年度の決算ベースで試算すると、一般会計と特
別会計の合計で、1億453万円の増加となり、指定管理が
行われている国際文化会館などの施設まで含めると、全
体として1億697万円程度の影響がある。

答

問

▼平成25年度成田市一般会計補正予算（第４号）
［内　　容］　　がけ地整備費の補助率および限度額の増額や、子ども医療費助成の増額、台風で被災した公共施

設等の復旧にかかる経費について補正するにあたり、歳入歳出それぞれ７億3,327万3千円の増額
補正を行うもの。

［主な質疑］ 　子ども医療費助成事業について、補正の内容は。

　小学校４年生から中学校３年生までの医療費について、従来の償還払いから現物給付に変更
になったことから、想定以上の給付があり増額補正するものである。

答

問

▼成田市立大栄幼稚園の設置及び管理に関す
る条例の一部改正

［内　　容］　　幼児教育を推進することを目的に、平成26年度から入園
資格を満3歳からとするとともに、平成23年度から実施して
いる預かり保育にかかる保育料を、利用月の翌月に一括で支
払うことが可能となるよう、所要の改正を行うもの。

［主な質疑］ 　3歳児保育を開始することで、園児数はどれくらい増え
るのか。

　平成26年度については、3歳児48名、4歳児51名、5歳児
55名で、合計154名の申し込みがすでに来ており、定員は
280名であるため十分受け入れられる。

答

問



国に意見書を提出
12月定例会では、議員から提出された議案（発議案）が可決
され、国および関係行政機関に意見書が提出されました。
提出された意見書は下記のとおりです。

■建設業従事者のアスベスト被害者の早期救済・解決を求める
　　　 意見書

建設水建設水道道
常任委員常任委員会会

議案６件をいずれも可決・
承認しました。
所管事務について３件の報
告を受けました。

注)1 地方公共団体から期間を定めて指定を受け、公の施設の管理を任される団体。

経済環経済環境境
常任委員常任委員会会

議案８件をいずれも可決・
承認し、請願１件を採択しま
した。
所管事務について９件の報
告を受けました。

▼成田市景観条例制定
［内　　容］　　成田市景観計画の基本目標である「未来へつなぐ自然と歴史と世界が交流する成田の景観づくり」を

実現するため、成田市景観条例を制定し、景観審議会を設置するなど、関連する条例の改正を行うもの。

［主な質疑］ 　景観地域づくり促進地区を指定して支援するとのことだが、具体的な支援策は。

　地域づくり団体の活動や、地域づくり協定の地区選定に対しての技術的支援を考えている。答

問

▼成田市営住宅条例の一部改正
［内　　容］　　配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律

の改正に伴い、単身での入居を例外として認めているＤＶ
被害者に加え、交際相手からの暴力被害者についても、単
身での入居を認めるにあたり、所要の改正を行うもの。

［主な質疑］ 　ＤＶ被害者の位置付けは。

　千葉県女性サポートセンターで面接を受けてもらい、一
時保護が必要だと判断されたものが対象になる。

答

問

▼建設業従事者のアスベスト被害者の早期救済・解決を図るよう国に働きか
ける意見書の提出を求める請願書

［主な意見］　●　アスベストを吸引したことが原因で肺がんになった労災認定者、救済認定者の累計は、1万1,332人に
及んでいる。発症者の絶望的な痛みと苦しみは、はかり知れないものがあるため、国はアスベスト被害
の根絶、早期解決に特段の努力を払ってほしいと切望する。

▼指定管理者の指定（八富成田斎場）
［内　　容］　　平成26年4月1日から平成30年3月31日までの4年間の

指定管理者注)1 を指定するにあたり、成田市吉倉管理組合
を再指定することについて、議会の議決を求めるもの。

［主な質疑］ 　八富成田斎場管理運営連絡協議会において、斎場運営に
係る各市の負担が増大してきているため、現在無料の火葬
料金について有料化すべきではとの意見があったそうだ
が、成田市の考えは。

　火葬料金については、今のところ、有料という考え方は
していない。

答

問

4 成田市議会だよりNo.732014.2.1



5成田市議会だよりNo.732014.2.1

議 案 と 審 議 結 果 一 覧

議案と審議結果一覧
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　　◆ 議　案

○○××○○○○○○○○○○○－○○○○○○○○○○○○○○可決一般職職員の給与に関する条例の一部改正1

××××○○○○○○○○○○○－○○○○○○○○○○○○○○可決

社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本
的な改革を行うための消費税法の一部を改正す
る等の法律等の施行に伴う関係条例の整備等に
関する条例制定

2

○○○○○○○○○○○○○○○－○○○○○○○○○○○○○○可決成田市立大栄幼稚園の設置及び管理に関する条
例の一部改正3

○○××○○○○○○○○○○○－○○○○○○○○○○○○○○可決成田市救護施設設置条例廃止4

○○○○○○○○○○○○○○○－○○○○○○○○○○○○○○可決成田市児童ホームの設置及び管理に関する条例
の一部改正5

○○○○○○○○○○○○○○○－○○○○○○○○○○○○○○可決成田市中小企業資金融資条例の一部改正6

○○○○○○○○○○○○○○○－○○○○○○○○○○○○○○可決成田市営住宅条例の一部改正7

○○○○○○○○○○○○○○○－○○○○○○○○○○○○○○可決成田市景観条例制定8

○○○○○○○○○○○○○○○－○○○○○○○○○○○○○○可決成田市立本城小学校学校給食共同調理場増築工
事（建築工事）請負契約の変更9

○○○○○○○○○○○○○○○－○○○○○○○○○○○○○○可決市有財産の取得（ニュータウン中央線整備事業
用地）10

○○○○○○○○○○○○○○○－○○○○○○○○○○○○○○承認専決処分の承認（権利の放棄について＝専決第
21号）11

○○○退○○○○○○○○○○○－○○○○○○○○○○○○○○可決指定管理者の指定（東和泉青年館外43施設）12

○○○○○○○○○○○○○○○－○○○○○○○○○○○○○○可決指定管理者の指定（第一駐車場外2施設）13

○○○○○退○○○○○○○○○－○○○退○○○○○○○○○退可決指定管理者の指定（豊住第1スポーツ広場外12
施設）14

○○○○○○○○○○○○○○○－○○○○○○○○○○○○○○可決指定管理者の指定（成田クリーンヒル多目的広
場）15

○○○○○○○○○○○○○○○－○○○○○○○○○○○○○○可決指定管理者の指定（八富成田斎場）16

○○○○○○○○○○○○○○○－○○○○○○○○○○○○○○可決指定管理者の指定（いずみ聖地公園）17

○○○○○○○○○○○○○○○－○○○○○○○○○○○○○○可決指定管理者の指定（ペット火葬場）18

○○○○○○○○○○○○○○○－○○○○○○○○○○○○○○可決指定管理者の指定（ペット墓地）19

○○○○○○○○○○○○○○○－○○○○○○○○○○○○○○可決都市公園を設置すべき区域の決定20

○○○○○○○○○○○○○○○－○○○○○○○○○○○○○○承認専決処分の承認（平成25年度成田市一般会計補
正予算（第3号）＝専決第22号）21

○○○○○○○○○○○○○○○－○○○○○○○○○○○○○○承認専決処分の承認（平成25年度成田市下水道事業
特別会計補正予算（第2号）＝専決第23号）22

○○○○○○○○○○○○○○○－○○○○○○○○○○○○○○可決平成25年度成田市一般会計補正予算（第4号）23

○○○○○○○○○○○○○○○－○○○○○○○○○○○○○○可決平成25年度成田市下水道事業特別会計補正予
算（第3号）24

○○○○○○○○○○○○○○○－○○○○○○○○○○○○○○可決橋賀台保育園大規模改修工事（建築工事）請負
契約の変更25

××××○○○○○○○○○○○－○○○○○○○○○○○○○○可決市有財産の取得（医療系大学誘致事業用地）26

××××○○○○○○退退退退○－○○○○○○○○○○○○○○可決市有財産の無償貸付け（学校法人国際医療福祉
大学）27

※件名は一部省略しています



※　○＝賛成、×＝反対、退＝退席、欠＝欠席
※　議長（上田　信博）は採決に加わりません。
※　会派等の名称の略は次のとおり　共産党＝日本共産党、市＝無所属市民の会、エ＝エコピースの会

※件名は一部省略しています
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　　◆継続審査議案（平成25年9月）

××××○○○○○○○○○○○－○○○○○○○○○○○○○○認定平成24年度成田市一般会計歳入歳出決算12

○○××○○○○○○○○○○○－○○○○○○○○○○○○○○認定平成24年度成田市国民健康保険特別会計歳入
歳出決算13

○○○○○○○○○○○○○○○－○○○○○○○○○○○○○○認定平成24年度成田市下水道事業特別会計歳入歳
出決算14

○○○○○○○○○○○○○○○－○○○○○○○○○○○○○○認定平成24年度成田市公設地方卸売市場特別会計
歳入歳出決算15

○○××○○○○○○○○○○○－○○○○○○○○○○○○○○認定平成24年度成田市介護保険特別会計歳入歳出
決算16

○○○○○○○○○○○○○○○－○○○○○○○○○○○○○○認定平成24年度成田市農業集落排水事業特別会計
歳入歳出決算17

××××○○○○○○×○×○○－○○○○○○○○○○○○○○認定平成24年度成田市後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算18

○○○○○○○○○○○○○○○－○○○○○○○○○○○○○○認定平成24年度成田市簡易水道事業特別会計決算19

○○○○○○○○○○○○○○○－○○○○○○○○○○○○○○
可決
及び
認定

平成24年度成田市水道事業会計利益の処分及
び決算20

××××退○○○○○○○○○○－○○○○○○○○○○○○○○可決平成25年度成田市一般会計補正予算（第2号）23

　　◆発議案

○○○○○○○○○○○○○○○－○○○○○○○○○○○○○○可決建設業従事者のアスベスト被害者の早期救済・
解決を求める意見書1

　　◆請　願

○○○○○○○○○○○○○○○－○○○○○○○○○○○○○○採択
建設業従事者のアスベスト被害者の早期救済・
解決を図るよう国に働きかける意見書の提出を
求める請願書

4

【募集内容】
◎テーマ：あなたが想う成田らしい写真（風景・イベ
ント・お祭りなど）。
◎規格など：デジタル写真データ（JPEG形式サイズ
1MB以上3MB以下）。
◎応募規定：応募者が撮影し被写体の承諾を得たもの。
　応募は1人1回につき、2点まで。
◎受付期間：作品は原則随時受け付けします。但し、
イベントや季節を感じるものについては、発行日の
6週間前（3月20日）から締切日（4月14日）までの
間に撮影された写真を審査の対象とします。
◎紙面への掲載：写真のタイトルおよび写真のキャプ
ション、撮影者名を掲載させていただきます。また、
作品はシロクロで掲載されます。

◎応募方法
・写真のタイトル（10字程度）
・写真のキャプション（写真に添える説明文80字以内）
・氏名　　　　・住所
・電話番号　　・撮影場所
・撮影年月日
　を明記の上、議会事務局まで郵送または電子メー
ルでご応募ください。（電子メールでの応募の際は、
1作品単位でお送りください。）
◎選考：市議会だより編集委員会で行います。
◎注意事項：応募作品の返却は原則行いません。
◎応募・問い合わせ先：市議会事務局
　　〒286-8585
　　住所：成田市花崎町760　電話：0476-20-1570
　　メール：gikai@city.narita.chiba.jp

市議会だより編集委員会では、年4回（2月、5月、8月、11月）市議会だよりを発行しています。
次号（H26年5月1日発行）の表紙に掲載する写真を募集します。

* * * *   表紙写真を募集します！ * * * *



本会議で委員会に付託された議案と審査内容、および報告された内容の
一部を要約して紹介します。
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●成田市オンデマンド交通注)2 実証実験
平成25年11月末現在の利用登録者数は、８月末から407名が新たに登録さ
れ、2,093名となり、また、乗降場については、48カ所を増設し、743カ所と
なっているとのことでした。
また、現在、利用者および対象者のニーズを把握し、今後の運行のあり方を
研究するため、1,620名を対象にアンケート調査を行っているとのことでした。

●交通対策に関する先進地の取り組み
平成25年11月に実施した行政視察について意見交換を行いました。
朝倉市は、需要に応じて、あいのりタクシー、あいのりスクールバス、コ
ミュニティバスを導入し、地域公共交通総合連携計画に基づき、地域全体で将
来的に持続可能な公共交通づくりを進めているとのことでした。
北九州市は、自転車利用環境計画を策定し、自転車走行区間の整備や駐輪施
設の整備、ルール・マナー教育、利用促進施策など、ハード・ソフト施策に幅
広く取り組んでいるとのことでした。
福岡市は、自転車安全利用に関する条例を施行し、市、市民、自転車利用者
等の責務や、押し歩き推進区間の指定、自転車安全利用指導員および推進員の
配置等を規定して、市民の交通安全の確保と自転車の利用促進に取り組んでい
るとのことでした。
［主な質疑］　　　自転車マナー向上に働きかけるため、モデル区間として西口大通り

に自転車専用道を設置できないか。

　西口大通りだけでなく、ニュータウン地区は歩道が広いため、十分検
討できる。

問

答

特別委員会

空港対空港対策策

特別委員特別委員会会

問

答

●2013年冬ダイヤ
冬ダイヤの週間発着回数は4,140回で、過去最高だった夏ダイヤからは減と
なったが、平成25年12月からバニラ・エアの新規就航開始や、ジェットス
ター・ジャパンおよびスカイマークによる国内線の新規路線の就航が予定され
ていることから、期中では過去最高に増加することが見込まれているとのこと
でした。
また、乗り入れ航空会社は84社、乗り入れ都市数は、海外33カ国3地域101
都市、国内15都市の合計116都市と、いずれも過去最高とのことでした。

●成田空港内ヘリパッドの移設
成田空港におけるヘリコプターの離着陸は、誘導路上にある3カ所のヘリ
パッドで行っているが、今後、航空機の離着陸回数が増加していくと、干渉す
る頻度が高くなるため、ヘリパッドをＡラン西側の南端に移設することとし、
移設の時期については、最初に民間ヘリが実施され、平成25年度末から26年
度の早い時期を考えているとのことでした。
［主な質疑］　　　三里塚地域に説明をした中で、どのような意見がでたのか。

　飛行の前後で騒音測定等はしっかり行ってもらいたいという意見な
どがあった。

交通対交通対策策

特別委員特別委員会会

注)2 家から歩いていける範囲に乗降場を設けた乗合型のタクシー運行。
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●今後の委員会運営
当委員会の設置目的である市民に開かれた市民参加型の議会を目指して、今
後調査研究していく内容について協議を行いました。
まず、この特別委員会では、平成26年12月定例会をめどに議会基本条例の
制定を目指すこととしました。
委員会の進め方については、開かれた議会、議会の改革と活性化のため、議
会基本条例の制定過程を通して、目的、理念、内容の共有化を図っていくこと
としました。
なお、議会の改革と活性化には、市民の理解と協力が不可欠であるため、市
民との意見交換会、パブリックコメント、市民アンケートの実施、また、先進
事例の研究や学習会の開催も検討していくこととしました。
また、作業を円滑に進めるために、３つの作業部会を設置して、随時、部会
を開催して調査研究を行い、その内容を全委員で協議することとしました。
最後に、議会改革について、委員間で意見交換を行い、議会の機能強化、市
民参加の推進、議員個人の資質の向上が必要であるなど活発な意見が出されま
した。

議会改議会改革革

特別委員特別委員会会

●成田市における課題と今後取り組むべき施策
市民の健康づくりを推進していく上での課題について、意見交換を行いまし
た。
［主な質疑］　　　適度な運動やスポーツをする機会ということで、ウォーキングマッ

プの作成について検討しているか。

　成田市レクリエーション協会では、ウォーキングに関する事業を年
間16回ほど行っているため、そのコースをホームページ等で紹介して
いく。

　　　　　　　　健康マイレージ事業について、成田市ではどう考えているのか。

　対象事業の設定の仕方でポイントの確認方法や景品の交換等、また
それに伴う予算の確保など多々影響が出てくるため、対象にする事業
も含めて、さらに研究していく必要がある。

　　　　　　　　成田市において、歯科口腔保健の推進にかかわる条例制定の進捗状
況は。

　歯科医師会の協力を得て、条例の原案を作成しており、平成26年３
月議会に提案する方向で進めている。

［主な意見］　●　成田市で健康増進計画を作ることによって、健康上のデータ等もき
ちんと掌握されていくので、進める必要がある。

●　当委員会としても、どうしたら市民の健康に対する意識を向上でき
るかということについて、委員を含めてみんなで知恵を出し合って相
談していきたい。

問

答

健康健康づづくりくり

特別委員特別委員会会

問

答

問

答
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特別委員会

▼平成25年度成田市一般会計補正予算（第2号）
［内　　容］　　国際医療福祉大学誘致の用地として、京成公津の杜駅の隣接地を購入するため、歳入歳出

それぞれ20億3,800万円の増額補正を行うもの。

［主な質疑］ 　成田市の総額50億円の負担は、やはり大きいのでは。

　経済的効果として、建設時に100億円、学生が4学年そろった時点で毎年40億円見込める。
40億円という額は決まりではないが、これから大学が存続する限り続くものである。

 　国際医療福祉大学が、大学設置に成田市を選択した理由は。

　国際性を目指した大学を基本理念の1つとしており、国際的に活躍できる医療福祉専門職
養成のため、国際空港を抱える成田市に拠点を築くことは、さらなる国際活動の推進につな
がるものと確信している。

 　国際医療福祉大学として、成田市への地域貢献はどのようなものが考えられるか。

　学生や職員が生活することによる直接的な経済貢献や学生のボランティア活動および大学
図書館の公開を含めた地域公開等により地域の方々と良好な関係を築いていきたい。

▼市有財産の取得（医療系大学誘致事業用地）
［内　　容］　　国際医療福祉大学の建設用地とするため、成田市公津の杜4丁目3番、面積1万2,781.51平方メー

トルを、20億3,800万円で取得するもの。

［主な質疑］ 　京成の買い戻し特約は、ついているのか。

　土地の売買契約を締結後1年以内に大学の施設を着工しなければ、京成電鉄は買い戻しができる
という特約をつけている。

▼市有財産の無償貸付け（学校法人国際医療福祉大学）
［内　　容］　　国際医療福祉大学が平成28年4月の開学に向け医療系大学を建設するに当たり、公津の杜の用地

を、同大学に平成26年3月1日から平成56年3月31日まで無償で貸付けを行うもの。

［主な質疑］ 　協定書を作成するにあたって協議会を設置するとのことだが、議会からも参加できるのか。

　議会とともに、市としての案をつくりあげた上で、大学と協議していきたい。

 　成田の地域医療を守っている成田赤十字病院や成田病院、成田市医師団などに対して、きちんと
意見交換しているのか。

　目指すところは、しっかりと地域医療を守っていくことであるので、今後も、地域の医療機関と
十分に話し合いを重ねながら、丁寧に対応していきたい。

答

問

大学誘致調査特別委員会

答

問

答

問

答

問

答

問

答

問

平成25年９月定例会において付託され、継続審査中の補正予算

議案について、国際医療福祉大学との意見交換を含め委員会を６回

開催し、審査を行い、可決しました。

また、12月定例会では、市有財産の取得および無償貸付けの議案

２件を可決しました。



決算特別委員会

①　市税、負担金、使用料、手数料等の徴収につ
いては、住民負担の公平性確保と受益者負担の
観点から、収入未済額および不納欠損額を最小
限にするため、引き続き収納環境の整備とさら
なる徴収率の向上に努力されたい。また、上下
水道事業にあっては、徴収体系が異なる区域で
の料金徴収一元化についても検討されたい。
②　東日本大震災を受けて地域防災計画が見直さ
れたが、台風等による土砂崩れや浸水などの自
然災害にも迅速に対応できるように今後、防災
体制のさらなる強化を図り、減災・防災のまち
づくりを推進されたい。
③　成田ブランドの構築については、行政主導の
ロケ誘致、グルメ開発および戦略的情報発信な
どに一定の成果は認められるものの、市民の盛
り上がりに欠ける面も見受けられる。今後は市
民や民間の活力を積極的に取り入れ、官民一体
となった成田ブランドの推進に向けた取り組み
を進められたい。
④　コミュニティバスの運行にあっては、地域事
情の変化が見込まれるため、今後も利用者の声
をできる限り運行に反映し、さらなる利便性向
上のための検討、研究に努められたい。
⑤　より良い施策を立案・実行するには職員の資
質向上は不可欠であるため、職員研修事業や職
員提案制度の充実を図られたい。さらに、事務
事業を遂行するにあたっては、コンプライアン
スの意識を徹底されたい。
⑥　生活扶助費は毎年増加傾向にあるため、申請
者へは、制度の趣旨を十分に説明し理解を得る
とともに、早期に自立できるよう必要とされる
支援を積極的に実施されたい。

⑦　子育て環境の充実を図るため、児童ホームに
ついては、各小学校区単位への設置に努められ
たい。
⑧　結核・がん検診事業等における受診率は低い
ため、受診率向上に向けた取り組みを積極的に
進められたい。
⑨　高齢者、障がい者等の雇用を積極的に促進す
るため、企業の負担を軽減する雇用促進奨励金
制度のさらなる周知に努められたい。
⑩　国において減反政策の廃止や補助金の減額、
支給対象の見直しが検討される中、今後の成田
市農業を、より魅力的に、担い手が希望を持っ
て農業に取り組めるようにするためにも、成田
市独自の展望による、特色ある農業施策の展開
に努められたい。
⑪　英語科研究開発事業については、文部科学省
の教育課程特例校の指定を受けて成田市が力を
入れて推進しているが、今後も具体的な目標を
もって取り組むとともに、事業効果を検証され
たい。
⑫　小中学校における児童生徒の遠距離通学費補
助およびスクールバス運行のあり方については、
成田市内の児童生徒間で不均衡が生じないよう
検討されたい。
⑬　国民健康保険特別会計にあっては、国保事業
の健全化を図るため、平成25年度から保険税率
の引き上げ等改善に努められているが、一般会
計からの繰入金の在り方については、受益者負
担の原則や負担の公平性の観点から、今後も引
き続き検討されたい。

　平成25年9月定例会において付託され、継続審査中の平成24年度決算関係議案9件につ
いて、閉会中の10月29日、30日の2日間にわたり審査を行い、下記に掲げる13項目の意見
を付し、いずれも原案のとおり認定しました。

平成24年度　決算関係９議案を認定茅茅茅鞄茅茅茅鞄茅茅茅鞄 鞄茅茅茅鞄茅茅茅鞄茅茅茅
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一般質問

 　騒音被害の増大に対して、
これまで苦渋の選択との言葉ですべ
てを容認してきた。今後も、昼夜を
問わず２分足らずの間隔で飛行回数
が増えるものと思われる。そこで、
飛行コース直下の住民が、希望すれ
ば移転できる政策を進めてほしいが、
成田市の考えは。また、民家防音工
事のＢ工法について、壁、天井板に
もう１枚ずつ追加し、二重構造にし
て遮音効果を上げられないか。

 　希望移転については、平
成24年２月に荒海地区および西大須
賀地区住民から要望があり、発着回
数の増加や落下物事案の発生による

 問 》》》

 答 》》》

不安からの要望と認識している。落
下物対策については、国土交通省か
ら航空会社に対し、北側進入時に３
つの対策を実施することを勧告して
いるが、成田市としても、国土交通省
および成田国際空港株式会社に対し
て徹底した原因究明と防止対策を強
く申し入れた。また、航空機からの
落下物の危険を回避するための移転
補償制度は現状では確立されていな
いが、制度の確立について、国土交通
大臣に対して要望書を提出している
ところである。なお、Ｂ工法による
民家防音工事における、壁および天
井部分の二重構造化については、成
田国際空港株式会社へ要望したい。

2. 航空機騒音直下対策

海保貞夫 議員　　　　　　　

 　現在、合併による財政支
援措置として年間約22億円が交付さ
れているが、2021年にはゼロになる。
公共施設白書では、1972年ごろから
建設された施設の大規模改修工事が
2016年から10年間ほど続き、維持
費を含め毎年60億円から80億円必
要とされている。また、2030年から
同施設の建て替え工事のため20年に
わたり毎年50億円から80億円が必
要になる。さらに、2030年から人口
の減少が予測され、就労人口減少に
伴う収入減と義務的経費の増加を考
えなければならない。300億円とい
う医科系大学や付属病院の誘致には
無理があると考えるが、見解は。

 問 》》》  　医科系大学については、
実際どのような形で医学部の建物が
建つのか、また付属病院がすぐでき
るのかなどが決まってから、財政的
な負担について検討し、判断をして
いく。また、歳入のプラス要因とし
て、空港の可能性を生かした税収の
増収効果、成田空港の機能強化も併
せて検討していく。

その他の質問

◆通所介護事業所における「宿泊

サービス」の現状と改善

◆就学援助費支給対象者が増加す

る中、学校負担の軽減を

 答 》》》3. 医科系大学や付属病院
　 の誘致はやめるべきで
 　はないか　油田　清 議員

 

 　台風26号、27号による成
田市の被害は過去最大のものであっ
た。被害全体の約7割が、崖崩れで、
道路への土砂崩れや土砂堆積などが
最も多く、次は宅地の崖崩れで、成田
地区143件、下総地区27件、大栄地区
52件であった。道路が通れなくては
市民の足が失われ、宅地の崖崩れは市
民の生命にかかわる。宅地の崖崩れ
には様々なケースがあり、市のがけ地
整備事業補助金制度の要件を満たさ
ない場合も多く見受けられる。そこ
で、市民の生命と財産を守る視点に立
ち、がけ地整備事業補助金等の見直し
をすべきと考えるが見解は。

 問 》》》  　成田市がけ地整備事業補
助金交付規則の要件である高さの基
準を緩和して、5メートル以上を3
メートル以上に、また、あわせて補
助率を2分の1から3分の2に、補助
限度額を500万円から750万円にそ
れぞれ改め、本制度の活用をさらに
促進させていく。

その他の質問

◆がん受診率アップのためにコー

　ル・リコール注)3 の実施を

◆ロタウィルス注)4 ワクチン等予

防接種費用の公費助成を

◆農地中間管理機構などの創設に

よる成田市への影響

 答 》》》1. がけ地整備事業補助
    金等の見直し

大倉富重雄 議員　　　　　　

議員が市政の方針や考え方を市長などに聞くものです。
質問と答弁の内容を要約して掲載しています。

注)3 個別受診勧奨（コール）。再度受診勧奨（リコール）。
注)4 一般的に乳児下痢症・嘔吐下痢症の原因として知られる。

▲宅地内の崖崩れ
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 　国家戦略特区注)5 国際医
療学園都市構想 注)6 において、（仮称）
畑ケ田多目的スポーツ広場の建設を
計画していた未利用地約15ヘクター
ルを説明もなく医療施設整備用地に
充て、大学付属病院、トレーニング
センターやグラウンド、駐車場など
の用地と位置付けて、平成25年9月
10日に内閣府地域活性化統合本部
に特区提案したのはなぜか。議会、
そして地元に説明する必要があった
のではないか。

 　成田市として、今回の国
家戦略特区についてはあくまでも提
案であると考えており、そのゾーニン

 問 》》》

 答 》》》

グについても、平成21年度から22年
度にかけて策定した成田国際空港周
辺土地利用ビジョンにおいて重点的
地区に定めた、国道295号周辺地区と
畑ケ田地区をそれぞれ医療産業集積
ゾーン、学術医療集積ゾーンとして示
したものである。また、議会および地
元に対し説明が不足していた件につ
いては、今後十分留意していく。

その他の質問

◆がけ地整備事業補助金の見直し

◆国際医療福祉大学誘致

◆エアポート都市構想注)7

 　民家防音工事で設置した
空調機器の更新工事については、騒
防法第一種区域は成田国際空港株式
会社、谷間地域は成田市において既
に助成事業を実施しているが、成田
空港周辺地域共生財団が事業主体に
なる隣接区域においては、平成24年
12月から助成事業が開始された。
間もなく１年が経過するが、現在の
進捗状況と、今後３年間の事業の見
通しは。また、周知の取り組みにつ
いて伺う。

 　成田市における平成25年
度末までに更新時期を迎える対象件
数は988件であり、26年度には171

 問 》》》

 答 》》》

件、27年度には148件、28年度には
31件が見込まれている。なお、現在
までの進捗状況については、事業開
始から平成25年10月末現在で265
件の申請があり、このうち166件に
ついて助成金の交付決定が行われて
いる。また、事業実施にあたり、成
田空港周辺地域共生財団及び成田市
ホームページのほか、成田国際空港
株式会社発行のくうこうだよりに掲
載するなど、周知に努めている。

その他の質問

◆安全安心なまちづくり

◆障害者優先調達推進法

◆成田国際空港の騒音対策

4. 国家戦略特区国際医療
　 学園都市構想

神﨑利一 議員　

5. 隣接区域の空調機器
 　更新工事

神﨑　勝 議員　　　　　　　

 　現在成田市では、高齢者
のインフルエンザ予防接種について、
予防接種法により希望者に接種費用
の一部公費負担が行われているが、
子どもへの予防接種は平成６年から
法の対象外となり、自費による任意
接種となっている。子どもの健やか
な成長と子育て世代の経済負担を減
らすことによる子育て環境の充実お
よびインフルエンザにかからず元気
に過ごせるよう、希望する家庭には
接種料金の一部助成を行うなどの措
置を講ずるべきと考えるが、成田市
の見解を伺う。

 　子どもを対象にしたイン

 問 》》》

 答 》》》

フルエンザ予防接種は、ワクチンの
有効性や集団接種による流行阻止の
期待が低いことから、予防接種法の
改正において、定期接種としての勧
奨は適当でないと結論づけられた。
成田市としては、法の位置付けや医
学的根拠に基づく有効性の確認が重
要と認識していることから、現時点
での費用助成は考えていない。なお、
今後も予防方法については周知を図
っていく。

その他の質問

◆子ども安心カード

◆振り込め詐欺対策

6. インフルエンザ対策

一山貴志 議員　　　　　　　

注)5 政府が、地域を区切って大胆に規制緩和や税制優遇を進め、経済の底上げを狙う制度。
注)6 医学部設置を起爆剤として、医療産業を誘致集積するなど、一大医療学園都市を築こうとする構想。
注)7 成田空港の交通ネットワークや周辺観光資源等を活用し、日本の玄関にふさわしい都市とする構想。

詳しい会議録は閉会後約２カ月で、市議会ホームページ、市役所行政資料室、
図書館・分館でご覧いただけます。
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 　千葉県の死亡事故発生件
数は、全国的に見ても最悪の状況で
あり、交通安全対策は不十分である。
周辺道路の整備や安全対策は遅れ、
新しい団地内のきれいに整えられた
道路との格差は拡大したままである。
例えば、はなのき台下を江川に沿っ
て走る市道などは、交通量は多いが
センターラインもなく、舗装も貧弱
で歩道もないに等しい状況である。
こうした道路の先にある団地内道路
とのバイパスとなる交差点で、たび
たび事故が起き、危険度が高まって
いる。早急な改善を望む声が地元か
らも上がっているが、成田市として
の取り組みについて伺う。

 問 》》》  　交通安全対策については、
新しい住宅地ばかりでなく周辺道路
においても、区や自治会からの要望
により、注意看板や警戒標識、路面
標示など安全施設の整備に努めてい
る。また、信号機、横断歩道の設置
や一時停止などの交通規制について
は、成田警察署に対し随時要望して
いる。今後も引き続き関係機関と連
携を図り、周辺道路を含め総合的に
交通安全施設の整備を進めていく。

その他の質問

◆インフルエンザ予防対策

 答 》》》8. 新しい団地の周辺道路
　 整備および安全対策

村嶋照等 議員 

 　平成25年10月15日、16日
にかけて超大型の台風26号は、60
余年ぶりという豪雨を伴い、成田市
全域に大きな爪跡を残した。被害に
遭った地権者には、急傾斜地崩壊対
策事業の対象にならない、また、が
け地整備費補助事業でやるにも先立
つものがないという状況の方がたく
さんいると推測される。成田市急傾
斜地崩壊対策事業分担金徴収条例に
おける受益者負担率と成田市がけ地
整備事業補助金交付規則における補
助率に大きな差があるが、成田市が
け地整備事業補助金交付規則におけ
る補助率の見直しについて伺う。

 問 》》》  　台風26号に伴い発生した
がけ地災害では、５メートルに満た
ないがけ地においても、崩落が多く
発生していることから、成田市がけ
地整備事業補助金交付規則の要件で
ある高さの基準を緩和して、５メー
トル以上を３メートル以上に、また、
あわせて補助率を２分の１から３分
の２に、補助限度額を500万円から
750万円にそれぞれ改め、本制度の
活用をさらに促進させ、安全で住み
よい住環境の確保を図っていく。

 答 》》》9.  成田市がけ地整備事業 
 　 補助金交付規則見直し 

小山　昭 議員

 

 　国は、地域包括ケアシス
テム注)8 実施の目標を2025年として
いる。成田市では、地域包括ケアシ
ステムの実施に向け、現在２名の職
員が対応しているが、本来ならば、
医療コーディネーターの活用や専従
職員の配置など、対策を講じてシス
テムの準備に当たるべきと考えるが、
成田市の考えは。また、今後現状の
体制のままで進めるのか伺う。

 　包括的支援の推進につい
ては、現在、地域包括支援センター
を中心に、民生委員や地区社会福祉
協議会など地域の関係者にも参加し
てもらいながら、より深く地域の実

 問 》》》

 答 》》》

情を知りそれぞれの課題に応じた解
決を図る地域ケア会議の開催支援に
取り組んでいる。成田市には、ニュ
ータウンや農村地域など地域特性が
あり、地域の社会資源や地域の実情
に応じた方法で、高齢者の生活を支
える仕組みづくりに取り組んでいく
必要がある。そこで、まずは地域ケ
ア会議の取り組みを浸透させ、円滑
かつ継続的に行えるよう、関係各課
の連携を密にするとともに、各地域
の現状や課題の把握から取り組みを
進めていく。

その他の質問

◆成田国際空港の空港資源活用

7. 包括的支援の推進

　青野勝行 議員　　　　　　　

▲台風26号による崖崩れ

○
○
○
○
○

注)8 住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最期まで続けることができるよう、住まい・医療・介護・予防・
生活支援が一体的に提供される体制。
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 　国の危険住宅移転事業に
あわせて、成田市においても、昭和
61年にがけ地近接等危険住宅移転
事業補助金交付規則が施行されてい
るが、事業の内容と交付実績は。ま
た、本制度の市民への周知状況につ
いて伺う。

 　千葉県建築基準法施行条
例でがけにより建築制限されている
区域内で、同条例施行以前に建築さ
れた住宅、及び同条例で指定した災
害危険区域及び土砂災害防止対策区
域などに建っている住宅が移転事業
の対象となり、移転者に対して、危
険住宅の除却費などに対する補助や、

 問 》》》

 答 》》》

危険住宅に代わる住宅の建設に要す
る借入金に対する利子補給について
助成するもので、補助金交付の実績
はない。規則制定以降、相談が少な
かったことから積極的な周知はして
いなかったが、今回の台風で多くの
宅地被害が発生しているので、今後
は、改めて広報なりたや市ホーム
ページ等により周知に努めていく。

その他の質問

◆ＳＮＳを使った災害情報、交通

　情報などの発信

◆急傾斜地崩壊対策事業、がけ地

　整備費補助事業個人負担軽減策

◆成田市建設業災害対策協力会

 　2020年の東京オリンピッ
ク・パラリンピックの決定と訪日外
国人２千万人計画などにより、今後
大変多くの外国人が、成田空港を利
用することが予想される。2009年
の新型インフルエンザ時を思うとき、
成田市民をはじめ国民の命を守る観
点から、国家戦略特区として感染症
防止に関する日本の拠点づくりを国
に求めるべきであると考えるが、市
長の見解を伺う。

 　成田市は、海外から最初
の感染源が持ち込まれる可能性があ
る感染症拡散防止の最前線の地であ
る。成田赤十字病院は、国内に３カ

 問 》》》

 答 》》》

所しかない特定感染症指定医療機関
として国に指定されている。国家戦
略特区の指定により、市内に感染症
の指定医療機関や、海外からの感染
防止を担える人材が増えることを期
待するとともに、感染症に関する日
本の拠点を成田市につくるよう国に
働きかけていく。

その他の質問

◆エアポート都市構想は、特区指

定に関係なく積極的推進

◆市職員の国への派遣研修と成田

国際空港株式会社との人事交流

◆市職員の国内（千葉大学等）、海

　外への留学制度の新設

10.がけ地近接等危険住宅 
　　移転事業補助金交付規則

雨宮真吾 議員　　　　　　　

11. 成田に感染症防止
　　に関する国の拠点
　　づくりを

宇都宮高明 議員　　　　　　

 　騒音の睡眠妨害に対する
肝心な補償対策は、評価指標の不備
で視界ゼロとなっており、打開の道
は評価指標の見直し以外にないと考
えるが、成田市の見解は。また、実
施予定の健康影響調査の委員に住民
代表は加わるのか伺う。

 　現行制度における移転補
償区域は、航空機の著しい騒音が及
ぶ騒防法第二種区域および第三種区
域、騒特法の航空機騒音障害防止特
別地区とされているが、夜間の航空
機騒音は、その大きさによらず煩わ
しさを伴い、飛行回数の増加により、
さらに不快感なども増していくもの

 問 》》》

 答 》》》

と考えている。このようなことから、
夜間の航空機騒音評価指標について
は、以前より要望している睡眠妨害
なども考慮した基準値が加えられる
よう、引き続き関係機関に働きかけ
ていく。また、成田国際空港株式会
社実施の健康影響調査について、対
象当事者が委員になると第三者評価
委員会としてきちんとした評価が出
せなくなる恐れがあるとのことから、
住民は委員に選出されていない。

その他の質問

◆台風26号・27号の被害復旧対策

◆ＴＰＰ交渉は撤退こそ国益では

◆市長の選挙公約である大学誘致

12. 評価指標の見直しで
　　夜間騒音被害補償を

鵜澤　治 議員

▲たくさんの訪日外国人が予想される成田国際空港

▲台風26号に伴い発生した崖崩れ

詳しい会議録は閉会後約２カ月で、市議会ホームページ、市役所行政資料室、
図書館・分館でご覧いただけます。
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 　成田市内のスポーツ施設
は、容量の不足に加えて、将来の人
口予測や国際医療福祉大学の学生が
増えることなどにより、今後も利用
者の増加が予想される。成田市では
スポーツにより観光振興を図るスポ
ーツツーリズム推進の考えがあり、
魅力あるまちづくりの起爆剤となる
ようなスポーツシューレ注)9 の整備
が必要と考えるが、見解は。また、
既存のスポーツ施設は、老朽化や駐
車場の課題を抱えており、中台運動
公園第６駐車場の立体化を提案する
が、成田市の考えを伺う。

 　成田市としてもスポーツ

 問 》》》

 答 》》》

シューレへの取り組みの必要性は十
分認識しており、2020年の東京オリ
ンピック・パラリンピック開催を一
層の追い風として、スポーツツーリ
ズムの拠点となるような施設などの
環境整備を行いながら、さらなるス
ポーツ振興へとつなげていく。また、
中台運動公園第６駐車場の立体化に
ついては、整備手法やその後の運用
方法も含めて、検討していきたい。

その他の質問

◆子供の遊べる公園

◆婚活支援

◆ＩＲ注)10 誘致について成田市の

姿勢

14. 世界に誇れるスポーツ  
　　健康都市の実現に向けて

飯島照明 議員　　　　　　

 　消防庁は、東日本大震災
で、消防車両、消防庁舎などが被災
し、消防活動に多大な影響が生じた
ため、各種検討会の結果を踏まえて
市町村が平常時に整備すべき消防力
のあり方などを検討する。三里塚消
防署の整備計画は、平成26年に基本
計画、翌27年に実施計画だが、耐震
化による施設整備計画の考え方と消
防庁が指摘している見直しを踏まえ
ての今後の機材整備の考え方および
空港容量拡大を踏まえた常備消防・
非常備消防の考え方について伺う。

 　耐震化に伴う今後の整備
計画について、三里塚消防庁舎の建

 問 》》》

 答 》》》

築を成田市総合５か年計画2011に
沿って進める。また、消防庁の示す
消防力の整備指針に基づいて消防施
設、消防資機材の整備を図っており、
消防車両の更新整備については、車
両整備計画に基づき消防署所の配置
にあわせ整備している。また、空港
容量拡大に伴う具体的な整備計画は
作成していないが、空港内の適正な
消防体制整備について、成田国際空
港株式会社と連携して検討していく。

その他の質問

◆学校跡地利用

◆高齢者福祉施策

◆安全安心のための防犯施策

15. 消防行政施設と
　　機材整備および
　　常備･非常備消防 

水上幸彦 議員　　

 

 　医療系大学誘致について、
市民の声をどう受けとめているか。
また、大学誘致は「成田市百年の大
計」というが、市民の将来に関わる
政策を進めるにあたり情報を全て公
開し、住民投票で民意を問うべきで
はなかったか。そして、国際医療福
祉大学と共同提案している国家戦略
特区国際医療学園都市構想では、経
済波及効果として、医学部および付
属病院で建設時約554億円、設置６
年後以降は年間約205億７千万円と
積算しているが、総事業費および成
田市の負担はいくらか。

 　医療系大学の誘致につい

 問 》》》

 答 》》》

ては、市民から一定の理解を得てい
ると認識している。財政面を不安視
する意見もあったが、健全性は保た
れると考えており、十分な説明で不
安を取り除いていきたい。また、重
要施策と民意の把握は、情報を十分
に提供した上で市民の意見を聞き、
議会の審議を仰ぎたい。国際医療学
園都市構想については、事業内容の
提案であり、総事業費および成田市
の負担は認められた事業内容により
変わるため、現状では白紙である。

その他の質問

◆平成26年度予算編成

◆台風26号の土砂災害と対策

13. 大学誘致と国家戦 
　　略特区構想

　足立満智子 議員　　　　　　

12

▲建て替えが予定される三里塚消防署

注)9 グラウンド、体育館、その他競技用スポーツ施設、ミーティングルーム、宿泊施設などを備える総合スポー
ツセンター。  注)10 カジノ施設、会議場施設、宿泊施設等が一体となっている複合的な施設。
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環境に優しい大豆インクを
使用しています。

この印刷物は、印刷用の紙へ
リサイクルできます。

 　平成25年11月26日、政
府は40年以上続いてきた減反政策
を廃止する方針を表明した。零細農
家を淘汰し、大規模化を促がすとい
う理由で減反をやめれば過剰生産で、
値崩れを起こすのは目に見えている。
零細農家切り捨てにより、兼業農家
の離農が進み、遊休農地の拡大や農
家経営が悪化すると思うが、成田市
の今後の農政をどのように考えてい
るのか伺う。

 　大規模農家に農地を集約
することで、成田市でも離農が増え
るかもしれないが、遊休農地を未然
に防ぐ取り組みとして、農業委員会

 問 》》》

 答 》》》

や農地利用集積円滑化団体の農業セ
ンター、ＪＡかとりと連携して地域
の認定農業者など、担い手への農地
集積を促進し有効利用を図っている。
また、農家の信頼度の高い農協が出
資する農業生産法人を設立して、農
地の借り手としての役割を担えない
か、農業者の代表をはじめとした関
係者が集まって検討を行っている。

その他の質問

◆防災情報の住民周知と被害状況

の把握は

◆民地でのがけ地災害に対する市

の対策は

◆災害見舞金支給の考えは

 　大学誘致問題で、成田市
の負担は過大であり、医学部や付属
病院の誘致となればさらに負担が大
きくなる。市民に負担をかけた誘致
では市民福祉向上にもならない。今
後の成田市財政についてはマイナス
要因が多く、７、８年後には財源不
足が深刻になるとの指摘をしてきた
が、今後の動向について改めて伺う。

 　成田市の財政状況に影響
を及ぼすプラス要因としては、国全
体の景気回復や成田空港が持つ可能
性を生かした地域経済の発展などに
伴う税収の増加が期待できる。一方、
マイナス要因としては、普通交付税

 問 》》》

 答 》》》

合併特例措置の終了、高齢化の進展
による扶助費など義務的経費の増大
や、耐用年数を迎える公共施設の更
新などが挙げられる。なお、大学誘
致は、持続的な経済波及効果や社会
的、文化的効果をもたらすものであ
り、今回の50億円の財政支出は、将
来への先行投資だと考えている。

その他の質問

◆国際医療学園都市構想は国民皆

保険制度の解体につながる

◆ひとり親家庭の子どもへの学習

支援を

◆婚外子の親にも寡婦（夫）控除注)11

　のみなし適用を

16. 農政問題

福島浩一 議員　　　　　　　

17. 大学誘致への過大
　　な財政負担

馬込勝未 議員　　　　　　

注)11 配偶者と死別または離婚するなど、所得税法上の寡婦（夫）に当てはまる場合に受けられる所得控除。
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